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第 2 回「オール埼玉医大 研究の日」開催報告

村上　孝

（医学部 微生物学）

　2021 年 11 月 6 日（土），第 2 回「オール埼玉医大 研究
の日」（以下，「研究の日」）が開催されました．昨年につづ
き新型コロナウイルス対策下での開催となりました．この

「研究の日」の原点は，もともとは本学の教職員・学生の相
互交流から全員のオール埼玉医大体制を整備し，新たな飛
躍を願って企画されました．感染対策を優先し，次世代の
研究を担う人材への研究マインド育成と本学を代表する研
究を紹介するに留めざるを得ませんでした．しかし，今年
度は昨年よりも学生からの発表数も増え，一般発表やフ
ラッシュトークなど，賑やかな会になりました．特別講演
の前半部分では，免疫学的な自己・非自己認識分子（MHC）
が発達過程の神経回路をチューニングする仕組みについて
の興味深い話題がありました（特別講演 1）．その後半部分
では，超高齢化の社会的現実から健康維持をいかに啓発し
たらよいのか，「研究の緻密な初期設計」に基づいた優れた

取り組みを紹介していただきました（特別講演 2）．コロナ
禍にあっても課外時間を使って研究の灯火を絶やさず続け
てくれた学生と先生方には改めて敬意と感謝を表したいと
思います．
　この「研究の日」の発表内容は学部学生に対する研究マ
インド醸成の一環として，医学部 2 学生には録画視聴を義
務付けています．この特集では当日のプログラムと特別講
演 2 件の内容に加え，医学部 2 学生から提出された感想文
の中から選ばれた 4 件をご紹介いたします．
　本学も来年には 50 周年という節目を迎えます．研究面
で本学の伝統を一層強化し，私たち自身の手でアップデー
トしていくことで本学の大いなる発展の姿があると感じて
います．「研究の日」がそのようなきっかけになることを期
待しています．
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第 2 回「オール埼玉医大 研究の日」プログラム

日時：令和 3年 11月 6日（土）
会場：毛呂山キャンパス　カタロスタワー1階　クロード・ベルナールホール
　　　川越キャンパス　本館 5階 小講堂（テレビ会議システム）
　　　日高キャンパス　管理棟 3階 大会議室（テレビ会議システム）
学内 LIVE配信：http://smswww/streaming

　　　LIVE配信にご参加の方は QRコードもしくは
　　　URLのWebページから参加報告をお願いします．
　　　URL：https://forms.office.com/r/GpqhiERsnC

13：00～13：05　開会挨拶　別所 正美 学長
司会進行：微生物学 村上孝 教授

1）第 7 回学部学生による研究発表会
　司会進行：微生物学 村上孝 教授
　13：05～13：10　開会挨拶　村越 隆之 医学部長
　13：10～14：35　座長：生理学 三輪 尚史 教授／病理学 佐々木 惇 教授
　＜発表 A：一般発表＞
　　1．A-1　山下 祥加（医学部 3年）
　　　 「Notch シグナルによる膵 β細胞の分化・成熟制御機構の解明」
　　2．A-2　松島 和希（医学部 3年）
　　　 「パーキンソン病関連遺伝子の主要時計遺伝子発現リズムへの影響の解明」
　　3．A-3　大宜見 朝規（保健医療学部 臨床検査学科 3年）
　　　 「食事性肥満原因遺伝子 GPR120の神経新生に及ぼす影響」
　　4．A-4　安藤 優希枝（医学部 3年）
　　　 「細胞死を免れた老化様腫瘍細胞は免疫原性を有するか」
　＜発表 B：フラッシュトーク＞
　　5．B-1　山本 仁菜（保健医療学部 臨床検査学科 3年）
　　　 「神経細胞増殖におけるオーファン受容体 GPRの機能解析」
　　6．B-2　山岸 杏（保健医療学部 臨床検査学科 2年）
　　　 「腫瘍における脂質合成酵素 FSの機能解析」
　＜録画発表＞
　　7．録画 1　寺門 正尊（医学部 6年）
　　　 「デジタル画像処理技術を用いた悪性リンパ腫と膠芽腫の迅速細胞診断補助に関する研究」
　＜2021 年 研究医養成プログラムの紹介＞
　　8．佐々木 惇 教授（研究医養成プログラム運営委員会委員長）
　14：30～14：35　閉会挨拶　森 茂久 副学長

14：35～14：45　休憩：VTR放映
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2）大学院博士課程研究発表会
　司会進行・座長：髙橋 健夫 教授（大学院博士課程運営委員会委員長）
　14：45～16：05
　　1．北村 友佳　ゲノム基礎医学専攻（日高キャンパス：ゲノム基礎医学）*VTR/Zoom 応答
　　　 「Identification of germ cell-specific Mga variant mRNA that promotes meiosis via impediment of a non-canonical PRC1」
　　2．長谷部 悠葵　リハビリテーション医学専攻（川角キャンパス：理学療法学）
　　　 「THA 術後早期にクロストレーナーを用いた理学療法が運動機能と在位院日数へ及ぼす効果：無作為化比較対照試験」
　　3．渕上 裕司　外科学専攻（日高キャンパス：小児心臓外科学）
　　　 「iPS 細胞を利用した新しい小児拡張型心筋症の評価法の研究」
　　4．水野 統文　放射線医学専攻（川越キャンパス：放射線医学）
　　　 「自動放射線治療計画ソフトウェアを用いた乳癌術後照射の妥当性評価」

16：05～16：15　休憩：VTR 放映

3）特別講演
　司会進行・座長：微生物学 村上 孝 教授
　16：15～17：15
　　講演 1：埼玉医科大学 教養教育 村上 元 講師
　　　　　　「主要組織適合遺伝子複合体クラス Iの機能欠損によるドーパミン系異常と精神疾患様行動」
　　講演 2：埼玉医科大学病院 総合診療内科 廣岡 伸隆 准教授
　　　　　　「生活習慣を通じた疾病予防，健康寿命延伸，そして生きがいの醸成
　　　　　　 ～健康施策の枠組みとヘルスリテラシーの活用～」

17：15～17：20　閉会挨拶　松下 祥 副学長
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「研究の日」特別講演

主要組織適合遺伝子複合体クラス I の機能欠損による 
ドーパミン系異常と精神疾患様行動

村上　元

（医学部　教養教育）

　近年になり免疫特権であると考えられていた脳にも様々
な免疫分子が存在し，神経細胞特異的な機能を併せもつこ
とが明らかにされている．特に主要組織適合遺伝子複合体
クラス I（MHCI）は従来の抗原提示の機能に加え，神経回
路形成において重要な働きをしている．大人の脳では
MHCI は健常状態でも神経細胞に発現し，神経細胞間の結
合（神経結合）を削除する．特に発達期では神経回路形成
は一旦過剰な神経結合が形成された後，不必要な神経結合
が削除されることで正常な神経回路が形成されるが，MHCI
機能欠損マウスでは神経結合の削除がおこなわれず過剰な
神経結合が維持される1）．
　我々はドーパミン系に関わる遺伝子を見つけるために
様々な遺伝子改変マウスを用いてドーパミン系が制御する
自発的行動量を調べ，偶然にも MHCI 機能欠損マウス

（β2M-/- TAP1-/-）の自発的行動量が増加していることを発見
した．そこでドーパミン系における MHCI の発現を調べた
ところ，MHCI の発現が健常状態の脳でも確認され，腹側

被蓋野ではドーパミン神経細胞，線条体側坐核ではドーパ
ミン神経細胞の投射先である中型有棘神経細胞といった
ドーパミン系を構成する主要な神経細胞に発現することを
明らかにした2-4）．このことから MHCI は健常状態の脳にお
いてドーパミン系に関わる重要な因子であることが考えら
れた．そこで網羅的自動行動解析装置（Intellicage, NewBe-
havior）を用いて，MHCI 機能欠損マウスの様々な行動を
調べた結果，多動，衝動性の亢進，および注意欠如という
ヒト注意欠如・多動性障害（ADHD）によく似た症状を示
すことがわかった3）．更に，ADHD の治療に用いられるメ
チルフェニデートを投与すると，いずれの症状も改善され
た．また，その分子機構を明らかにするためドーパミン系
を構成するいくつかの脳部位でドーパミン関連遺伝子の発
現を調べたところ，側坐核特異的にドーパミン受容体 D1R
の発現が約 2 倍も増加していることがわかった．更に側坐
核で神経活動のマーカーとして用いられる c-Fos タンパク
質の発現を調べたところ，神経活動の亢進が D1R を発現す

図 1　 左図に正常な状態を示す．MHCI の機能欠損によりドーパミン受容体 D1R の発現量が増加し，神経
細胞の活動が異常に亢進し，ADHD 様行動を引き起こす（中図）．メチルフェニデートを投与すると，
D1R を有する神経細胞の異常な活動が抑制され，ADHD 様行動が改善される（右図）．

ADHD-like Behavior Normal Behavior

D1R

Normal Behavior

Functional MHCI KO
Functional MHCI KO
+ Methylphenidate

Normal

Methylphenidate

Dopamine

Medium Spiny Neuron



97主要組織適合遺伝子複合体クラス Iの機能欠損によるドーパミン系異常と精神疾患様行動

る中型有棘神経細胞で確認され，D2R を発現する神経細胞
では見られなかった．
　健常状態では D1R と D2R を発現する中型有棘神経細胞
がバランスを保つことで適切な行動調節が行われているが，
MHCI 機能欠損マウスでは D1R を発現する中型有棘神経細
胞への神経結合が過剰になり，神経活動が亢進してバラン
スが崩れる結果，ADHD 様行動が出現したと考えられる

（図 1）．
　一方，薬物依存も報酬系であるドーパミン系の疾患であ
り，摂取を止めてから長期間経た後でも薬物を探索する行動
を繰り返す．特にコカイン等の薬物依存は難治性の精神疾患
であり，効果的な薬物療法が存在しないために再発率が極め
て高い．薬物依存脳では，薬物摂取によって形成された神経
結合が摂取を止めた後も長期にわたって除去されず維持され
ることが薬物摂取の再発機構であると考えられている．
　我々は薬物依存における MHCI の働きを調べるため，
MHCI 機能欠損マウスに対して薬物自己投与システムを用
い，薬物依存の指標である薬物探索行動をコカインを用い
て調べた4）．その結果，MHCI 機能欠損マウスが約 2 倍も
の薬物探索行動を示すことがわかった．更に野生型マウス
においても，コカイン摂取によって腹側被蓋野のドーパミ
ン神経細胞特異的に MHCI の発現が持続的に減少し，薬物
探索行動が繰り返されることを明らかにした．また，アデ
ノ随伴ウイルスによりドーパミン神経細胞特異的に MHCI
を強制発現させ，コカイン摂取による MHCI の減少を補う
と，薬物探索行動が抑制されることを確認した．更に，そ
の神経機構として，MHCI の欠損や減少によりドーパミン
神経細胞への神経結合が増強していることを電気生理学的
手法や，神経結合部の顕微観察により明らかにした．また，
ドーパミン神経細胞に発現するドーパミン関連遺伝子の発
現が増加していることから，ドーパミン神経細胞が活性化
していることがわかった．
　以上の結果から，薬物摂取がドーパミン神経細胞に発現
する MHCI の持続的な減少を引き起こし，ドーパミン神経

細胞への過剰な神経結合が維持され，報酬系であるドーパ
ミン系が持続的に活性化する結果，薬物探索行動が繰り返
されることがわかった（図 2）．
　これらの研究は MHCI がドーパミン系に関わる重要な遺
伝子であり，MHCI の異常が ADHD や薬物依存というドー
パミン系の疾患につながる可能性を示している．多くの精
神疾患がドーパミン系の異常に由来すことを考えると，
MHCI が ADHD や薬物依存以外の精神疾患にも関与する可
能性が考えられる．実際に臨床研究でも統合失調症や自閉
症といった発達障害の患者で MHC 遺伝子座に異常が見つ
かっている5,6）．従ってドーパミン系における MHC の機能
をより明らかにしていくことで様々な精神疾患の神経機構
を解明し，それ等の新規治療法の発見につながることが期
待できる．
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図 2　 薬物摂取を繰り返すことでドーパミン神経細胞における MHCI の発現が減少し，過剰な神経結合が
形成されて薬物依存が引き起こされる．
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「研究の日」特別講演

生活習慣を通じた疾病予防，健康寿命延伸，そして生きがいの醸成
～健康施策の枠組みとヘルスリテラシーの活用～

廣岡　伸隆

（医学部 埼玉医科大学病院　総合診療内科）

緒　言

　臨床医の行う研究は多岐にわたる．大学教官であれば基
礎研究を大学院卒業後に継続する場合も多いだろう．著者
の場合，若いころの研修で感じた臨床上の課題を疫学的な
手法を用いた研究を通じて解決を探る方向で研究に従事し
ている．周囲を見渡すと基礎研究により，疾患の病態解明
や新たな治療の可能性を追求する医師が多いなかで，疫学
的手法で臨床研究を行う医師の数は少ないと思われる．本
稿では，著者の専門分野である総合診療の診療で役立てる
目的で，「生活習慣を通じた健康増進」というテーマで行っ
てきた研究の背景や比較的最近の結果を提示する．加えて，
臨床研究を学術活動の中心に据えるに至るプロセスを論じ
る．少しでも，医学生や若い医師の研究への志向が高まる
と同時に，既に埼玉医科大学で確立された研究支援の資源
に加え，臨床研究に役立つ組織的な活動の更なる発展に微
力ながら一助となれば本望である．

研究テーマの選択

　研究テーマの選択方法は，研究者によって違う．著者は
臨床医であり，研究テーマを診療に直接関係のあるものか
ら選びたいという思いがあった．循環器内科研修で遭遇し
た多くの虚血性心疾患患者の中で，比較的若く罹患した直
後に著者の目の前で心破裂の合併症により即死したり，大
きな梗塞巣によって心不全増悪での入退院をその後繰り返
したりする患者の診療にも当たった．そのような中で詳細
が思い出せないものの，参加した学会で急性心筋梗塞罹患
患者の約半数が病院に到着前に地域で亡くなっているとい
う発表を聞き愕然としたのを覚えている．日々，急性心筋
梗塞の患者の診療に当たり，即死や重大な合併症に遭遇す
る一方で，多くが地域で亡くなっているということに対し，
何かできることが無いのかという思いが強かった．最近の
本邦エビデンスでも，半数が病院に到着する前に急性心筋
梗塞患者が死亡するという発表1）もあり，動脈硬化性疾患
の予防は，未だ解決されていない大きな課題である．そし
て，これが著者の研究テーマである，「生活習慣を通じた疾
病予防」となる．また，この研究テーマを選択する際に大

きな影響を及ぼした論文がある．2008 年，当時ハーバード
大学で生活習慣特に栄養や食事の健康に与える影響を研究
結果として多く発表していた Mozaffarian 博士による，循
環器系の主要雑誌の 1 つである Circulation に掲載された論
文2）に大きな刺激を受けた．多くの確立した動脈硬化危険
因子や新規リスク因子以上に，生活習慣をコントロールす
ることが重要であることをエビデンスとともに論じたもの
である．そして，この領域の研究は不足しており，発展が
喫緊であるという内容であった．これが後押しとなり，「生
活習慣を通じた疾病予防」を研究テーマに据えた．

研究トレーニングとその効果

　臨床医として診療経験を積み日常診療での大きな課題を
感じても，それを研究に結び付けるには大きなハードルが
あり，研究に至るには長い時間が掛かった．大学所属の臨
床医の中には，医学部在学中から，あるいは卒後すぐに基
礎医学の道へ進み研究活動に従事する者もいる．臨床研修
後に大学院生として，基礎研究や臨床研究を行う者も少な
くないと思う．著者の場合，研究遂行は，臨床研究の研修
を受けることから始まった．米国臨床留学でレジデンシー
と呼ぶ専門医になるための研修中に所属していたピッツ
バーグ大学では，臨床研究に特化した修士課程コースで研
究のトレーニングが受けられることを知りフェローシップ
で再渡米した際に入学を決めた．前述の研究テーマである

「生活習慣を通じた疾病予防」を持ってこの修士課程に入る
ことで，学修内容を自身の研究遂行で活用するとともに，
数多くの研究デザイン，計測理論，生物統計などの中から
自身の研究に役立つコースも選択でき研究実行能力を身に
付けるうえで大変有意義であった．この課程の狙いは，当
時の著者のような臨床研究を始めるにあたり，その初歩的
なところから独立した研究者（Primary Investigator）に育
て上げ，論文発表や公的研究助成金を獲得する能力を付与
するものでありピッツバーグ大学でも施設としてアカデ
ミックな業績の産出や若手医師の研究支援に貢献している
ことが示されている3,4）．著者自身も，本研修課程で修得し
たことを基に複数の研究アウトプットを出すことができ
た5-17）．
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現在の研究全体像

　高齢化が進む我が国において，医療・介護に係る人的，
経済的な負担は増大の一途である．この状況を改善するた
め本邦においても，多くの施策が講じられている．「生活習
慣を通じた疾病予防」に関わるエビデンスを調べるなか，
我が国の健康施策である「健康日本 21」に興味を持った．
国の施策が市町村での実際の健康増進や疾病予防活動を促
すという枠組みにおいて，その活動を支援するようなエビ
デンスは有用であると推測されるが，我が国独自のデータ
は不足し健康日本 21 推進の課題の 1 つにも挙げられてい
た18）．また，この活動が生活習慣に注目した健康増進活動
であることを知ると同時に，存在する多くのエビデンスは
不健康な生活習慣と疾病の関係や危険因子である糖尿病，
高血圧，脂質異常などの疾患の改善，治療に係るもので，1
次予防や生活の質を高めるという視点の研究は相対的に希
少であることも分かった．このような背景から，健康日本
21 の主旨でもある，生活習慣改善を地域社会で実施するこ
とで生活習慣関連疾患の予防と健康増進を進め，生活の質
を向上するという視点（図 ₁）で研究を行うこととして現
在まで学術活動を続けている．

研究結果の紹介

　米国でフェローシップ留学中に前述の臨床研究修士課程
で行った研究では，ピッツバーグ在住日本人を対象として
生活習慣調査を実施し，健康日本 21 で取り上げる健康関
連生活習慣（食事・栄養，運動，喫煙，飲酒，睡眠，スト
レス，休養）について集団の目標値と比較することで多く
の項目で改善の余地があることを示し，環境の異なる海外
での滞在や移住の際，生活習慣に注意が必要であるという
警笛を鳴らした19）．帰国し埼玉医科大学赴任後，健康日本

21 の活動が進むと健康管理の知識習得や地域における健康
増進活動参加により健康的な生活習慣が向上することを考
え，健康関連の資格であり健康増進の働きかけが期待され
ている健康管理士20）という資格保有者を対象として健康日
本 21 のアウトカムに近い集団と仮想し研究を開始した．研
究としては，健康日本 21 の理論的基盤を目指すゆえに，研
究デザインもそれが叶う方法で計画した．サンプル数も多
くの単独生活習慣が生きがいや疾病の罹患率に有意な差を
出すのに十分なサイズを確保した．また，生活習慣として
健康日本 21 に具体的に示されている項目を説明変数とし
て選び，目的因子としては各種疾患だけでなく生きがいや
生活への満足度等の国の健康増進施策に合致する項目を計
測し，考えられる交絡因子も含めデータ収集した．結果と
して，健康日本 21 でも重要視されている良好な生活習慣
と高い生きがいや人生への満足度との相関を示すことがで
き，国の健康施策の後押しをすることができている8）．ま
た，研究を継続する中で，健康増進の知識，そしてその知
識の効果的な活用能力が生活習慣の改善にもつながるとい
う日常診療で経験し，関連研究においてヘルスリテラシー
として探求されている能力が重要であるとの考えに行き着
き，調査では，「健康情報を入手し，理解し，評価し，活用
するための知識・意欲・能力21）」であるヘルスリテラシー
を研究に取り込み，さらに発展させている．この集団にお
いてヘルスリテラシーと生活習慣や生きがいとの相関を既
に示すこともでき，一部は論文投稿済みで，更なる解析結
果を投稿準備中である5,7-9,11）．これらの研究を通じた論文
発表は，ニュース配信の目にもとまりヘルスデージャパン
を通じて，日経 BP などにも配信され22），少しずつ市民の
目に触れられるようになり生活習慣の向上や健康増進への
一助となることを期待している．

健康増進疾病予防

生きがい

健康寿命延伸

高血圧
糖尿病
脂質異常
肥満
喫煙

心疾患

がん

死亡
後遺症

ADL低下

若手研究の焦点

現在の研究焦点

時 間 経 過

図 1　現在の研究概念図
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今後の研究方向性

　これまでの研究成果は，横断研究による相関を見たもの
であり，今後は因果関係を解明するために前向き研究を開
始している．時間はかかるが，ヘルスリテラシー向上がよ
り健康的な生活習慣の確立を促進し，それにより生活習慣
関連疾患の予防のみにとどまらず，生活や人生の質を高め，
生きがいを感じながら健康寿命を延伸できるという流れを，
我々の一連の研究で因果関係を持って示したい．それによ
り，国の健康増進施策の理論基盤としての役割を果たせた
らと考える．

まとめ

　埼玉医科大学で研究活動をしていると，豊富な研究支援
の取り組みや資源に気づく．リサーチアドミニストレー
ションセンターを中心に，研究費関連だけでなく，研究者
に必須な研究倫理について，各種法律やガイドライン等の
改訂に伴う学修や周知，疑問解決の支援など多岐にわたる
サポートを受けられる．それを活用すると共に，是非とも
豊富な症例数を誇る 3 大学病院における臨床研究が，若手
医師の診療上の疑問を解決するツールとして活用されるこ
とを期待する．既に一部行われている研究デザイン，計測
理論，統計解析，研究倫理，研究費申請書の記載戦略と
いった内容を含むトレーニングコースの開講は，これを広
める一助になると考える．また，身近に研究におけるロー
ルモデルがいることは組織単位の業績向上を考える上で欠
かせない．臨床研究だけでなく，基礎研究も含め種々の研
究に埼玉医科大学に所属する多くの医療者が出会い，各々
の科学的な興味を刺激される機会が提供され，それが個人
と組織の学術的業績蓄積に繋がっていくことを真に望み本
稿を閉じたい．
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先輩ロールモデルからの期待
 医学部 2 年　榎澤　もゆる

　埼玉医科大学研究の日の研究発表を聞いて最も印象に
残ったのは，医学部三年，安藤優希枝さんの「細胞死を免
れた老化様腫瘍細胞は免疫原性を有するか」という発表で
す．この発表が印象に残った理由は二つあります．
　一つ目の理由は，自らの研究を楽しんでやっているとい
うことがよく伝わってきたからです．自分で研究テーマを
決めて，思い通りのデータが得られる，あるいはそうでな
くても新たな発見や疑問が得られるというのは楽しいと同
時に日々の勉学にも刺激を与えてくれることなのだろうな
と感じました．また，研究を行ったきっかけやどんな疑問
を持ってその疑問を解決するためにどのような解析を行っ
たのかが非常に明確だったため，一番興味関心を持って発
表を聞くことができたと思います．
　二つ目の理由は，発表者の安藤さんとお話したことがあ
り，先輩の新たな一面を知ることができたような気持ちに
なったからです．私が課外学習プログラムの春季語学研修
に参加した時に安藤さんも参加されていたのですが，今回
研究発表をされているのを見て，課外学習プログラムを積
極的に活用して色々なことに取り組まれていることを知り
ました．私も何か集中して取り組めるようなことを見つけ
てもっと有意義な大学生活を送れるように努力する必要が
あるなと感じました．
　最後に，研究発表を聞くということ自体私にとってはほ
ぼ初めての経験でしたが，今回一つ，二つ上の学年の先輩
方の発表を聞いて「研究」というものが少し身近に感じら
れるような気がしました．また，私が日々学んでいる医学
は全ての研究者の日々の研究によって得られた結果である
ことを改めて感じることができたと思います．

新しいことに挑戦するきっかけ
 医学部 2 年　宗和　峻平

　私は研究発表の中でも第一部の学部学生研究による研究
発表会が非常に印象に残った．学生部門での先輩たちの発
表は，とにかく圧巻だった．習ったこともない自分で研究
して考えたことを発表することは難しいことだと思うが
堂々としていてかっこいいと思った．二年生の 2 学期まで
学んだ内容も多く含んでおり，聴きやすい部分もあった．
そのため，発表内容には難しい内容が多くあったが楽しみ
ながら聞くことができた．
　自分で学んだ内容や，経験した状況の中で気になったこ
とからまだ誰も研究発表していないようなことを研究しよ
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うと考える意欲が本当に尊敬できると思った．予想や期待
はあったとしてもどのような結果が起こるかやってみない
とわからないことをするのはすごいと思う．自分と同年代
にこんなにすごいことをしている人がいるというのは本当
によい刺激をもらえた．
　今後，授業や日常生活において発生した疑問は研究まで
はできずとも自分で調べてみようと思った．そう思わせて
もらえるような非常によい発表だった．
　「好きなところに行って気になることを掘り下げる（立花
隆）」この言葉は非常に心に残った．学生のうちに一つにこ
だわるのもよいことだが，様々なことをみて，様々なこと
に関心を持ち，広い視野を持って生活していきたいと思っ
た．

目の前の結果から考え抜くことが大切
 医学部 2 年　畑澤　さら

　私は，視聴した発表の中で安藤先輩のものが最も印象に
残った．私自身今年の 4 月から微生物学教室で実験を行っ
ており，安藤先輩の実験の様子も何度も見学させて頂いた．
それらの実験結果がどのように考察され，発表に組み込ま
れているのかを今回見ることができ，非常に勉強になった．
また，半年ほど研究室に通ったことで，ひとつひとつの結
果のどこに着目して次の実験の方向性を決めるのかを考え
ることは研究の醍醐味であると同時に，最も難しいポイン
トのひとつであるということを実感した．そのため，10 分
にも及ぶ発表をスムーズに出来るまで様々な実験を行い，
結果をまとめられるということに感銘を受けた．
　私は，結果から考察したり次のアイデアを考えたりする
ことの楽しさを最近知った．しかし，まだ知識が浅くわか
らないことも多くあるため，これからも先生に質問したり
勉強会に参加したりすることで様々なことを吸収し，研究
をもっと豊かなものにして先輩のような発表が行えるよう
に成長していきたいと思う．また，研究では様々な角度か
ら物事を考える思考力が必要であり，これは患者ひとりひ
とりに合った治療を提供することに役立つと考える．よっ
て，研究で知識や考え方を養い，それを活かせるような医
師になりたい．

身近な経験から課題を深掘りする
 医学部 2 年　山本　隆史

　最も印象に残った発表は，医学部 3 年松島和希さんの
「パーキンソン病関連遺伝子の主要時計遺伝子発言リズムへ
の影響の解明」である．
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　発表者の松島さんの祖母がパーキンソン病を発症し，時
間感覚の欠如が見られたことから，パーキンソン病と概日
リズムの関連について研究を行っていた．概日リズムは，2
年の情報系で学習したばかりであり，研究内容が学習した
内容と深く関わりがあったため，最も印象に残った．研究
発表では，2 年生までに学習した内容（遺伝子発現，細胞
の蛍光，ベクターの使用など）が数多く用いられており，
これまで学習した知識で研究を行える段階にあることに気
づかされた．
　また，医学部で学ぶことは，臨床で用いる知識が多く，
埼玉医科大学でも臨床の道に進む生徒が多いが，今回の発

表を視聴して，医学部に在籍して学習する目的は臨床のた
めだけでなく，研究をするための知識を学んでいる側面も
あると思った．
　発表会の冒頭で，村越先生は，研究がいかに面白いかと
いうことについて言及されていた．自分自身がずっと研究
してきた結果から，研究内容と格闘し，新たな道を模索す
るという姿勢がさらに研究に没頭する要因になるという話
だった．今まで医学部で行ってきた実験（実習）はすでに
結果が分かっていることを理解するための実験が多かった
が，未知の領域に対する研究も興味深いと感じた．
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